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大
洗
町
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
活

躍
す
る
¥
ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
の
コ
ン
テ

ス
ト
、
ガ
¥
回
大
洗
の
ま
つ
り
実
行
委
員

会
の
主
催
で
¥
去
る

5
月
泊
目
(
臼
)
大

洗
マ
り
|
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

県
内
各
地
か
ら
加
入
の
応
薯
ガ
あ
り
¥

書
類
審
査
で
残
つ
だ
叩
歳
か
ら
お
歳
ま

で
の

U
人
ガ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
。

選
考
の
結
果
¥
大
洗
町
の
学
生
¥
海

老
沢
ゆ
か
り
さ
ん
(
叩
)
¥
水
戸
市
の
会

社
員
¥
秋
山
歌
織
さ
ん
(
引
)
¥
土
浦
市

の
会
社
員
¥
鈴
木
理
砂
さ
ん
(
辺
)
の

3

人
ガ
見
事
第
8
代
ミ
ス
ポ
i
ト
大
洗
の

座
を
射
止
め
ま
し
疋
。

出
場
者
だ
ち
は

¥
5人
7
組
に
な
り

小
松
崎
健
審
査
委
員
長
を
は
じ
め
叶
内

宏
町
長
¥
石
井
藤
吉
郎
観
光
協
会
長
等

の
何
人
の
{
審
査
員
か
ら
「
出
場
の
動
機
¥

大
洗
の
イ
メ
ー
ジ
¥
大
洗
は
色
に
だ
と

え
れ
ば
伺
色
」
等
々
の
費
問
を
受
け
¥

ハ
ツ
ラ
ツ
と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
疋
。

選
ば
れ
疋
3
人
に
は
¥
ト
口
フ
イ

と
副
賓
の
海
外
旅
行
7

ポ
ン
芳
等
豪

華
黄
口
凹
ガ
贈
ら
れ
ま
し
疋
。
ぎ
だ
¥
重
・

冬
一
の
制
服
、
ガ
披
露
さ
れ
¥
あ
ら
疋
に
喜

び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
だ
。

通
老
沢
ゆ
か
り
さ
ん
は
「
大
洗
町
の

住
民
の
一
人
と
し
て
¥
町
の

P
Rゃ
い

議
Y
豊
富
自
1

1

J

W

イベン ト 名 開 催 臼 符 持催場所

'95ピーチパレー in大洗 7月22日(土)

('86アトランヲオリンピック代表選手選考会) 7月23日(日) 大洗サンビチ

(ジャパンサーキット第3戦) 日:日日-15:00

7月四日(土)

花 火 大 会 !日:30-21:00 大洗サンピーチ

雨7天月の3日場日合(日は) 

クルザヨットレス大会
8月13日(日)

大洗港沖
10:00-17:日日

神事lま
大洗磯前神社夏 ま つ り 8月25日(金)

)¥ 朔 宏刀之て
-ー “ “ “ 一 一 一 ー “ “ “ 副 』 司 令 戸 砕 い 与 悼 - - -

8月27日(日) 神輿町内渡御

ふるさとの夕べ 8月27日(日)
大洗マリンタワー周辺

(磯節盆踊り大会) 19町00-21:日日

大洗サンセットフ工スティパル'95
8月27日(日)

大洗マリンタワー周辺
15:00-21 :00 

ボディボードカーニバル In大洗
8月27日(日)

大洗サンピーチ
日町00-]6:日日

。海開き式 7月21日(金)午前10碍大洗海岸

。海水浴場開設期間 7月四日(士)-日月四日(日)の30日間

ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
¥

い
つ
も
笑
顔
で
ガ
ん
ば
り
ま
す
し
。
秋

山
歌
織
さ
ん
は
「
大
洗
の
町
の
良
さ
を

皆
様
に
分
か
っ
て
彊
け
る
よ
う
精
一
杯

が
ん
ば
り
ま
す
L

。
鈴
木
理
砂
さ
ん
は

「
新
し
い
大
洗
の
顔
の
一
人
と
し
て
親

し
み
を
感
じ
て
蹟
け
る
よ
う

P
Rし
て

行
き
た
い
」
と
¥
抱
負
を
話
し
て
い
ま

し
だ
。今

後

2
年
間
¥
聞
の
イ
メ
ー
ジ
ガ

ル
と
し
て
¥
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で

の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
い
だ
し
ま

す。

週
ミ
ス
ポ
ー
ト
に
選
ば
れ
た
(
左
か
ら
)

秋
山
歌
織
さ
ん
、
海
老
沢
ゆ
か
り
さ
ん

鈴
木
理
砂
点
、
ん

霊長つ抄曹豊富

週
審
査
員
の
質
問
に
答
え
る
出
場
者

ぬ新調された夏 e 冬の告Im~

顎
山
富
国

ι

昨
年
の
夏
が
猛
暑
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
真
夏
日
と
い
う
一
一
言
葉
は
す
っ
か

り
お
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
ね
。
ご

存
じ
の
よ
う
に
、
一
日
の
最
高
気
混

が
摂
氏
三
十
度
を
超
え
る
日
の
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
真
冬
日
は
、
同
じ
ふ

く
最
高
気
温
が
零
度
未
満
の
日
で
す
。
ポ

ま
た
、
熱
帯
夜
と
い
う
言
葉
も
よ
…

く
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
正
式
な
気

象
用
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
日
…

の
最
低
気
温
が
二
十
五
度
以
上
の
日
…

の
こ
と
で
す
。
最
低
気
温
は
夜
か
ら
…

朝
方
に
か
け
て
出
る
こ
と
が
多
い
の
四

で
、
熱
帯
夜
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
猛
暑
で
真
夏
一

日
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
で
し
ょ
一

う
。
八
月
を
例
に
と
っ
て
、
一
昨
年
一

の
冷
夏
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

(
場
所
)
(
平
成
六
年
)
(
同
五
年
)
的

札

幌

十

回

一

回

一

東

京

二

十

七

回

十

回

…

大

阪

三

十

一

回

二

十

回

一

高

松

三

十

一

回

十

四

田

川

那

覇

三

十

回

三

十

一

回

一

こ
の
よ
う
に
、
大
阪
と
高
松
で
は
、
一

毎
日
が
真
夏
日
で
し
た
。
気
象
庁
で
…

は
昨
年
の
夏
の
天
候
を
、
高
温
、
猛
叫

暑
、
少
雨
、
水
不
足
と
特
徴
づ
け
て
叩

い

ま

す

。

問

ま
た
、
清
涼
飲
料
水
や
ビ

l
ル
が
、
…

記
録
的
な
売
れ
行
き
を
示
し
た
年
で
一

し
た
。
国
税
庁
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
一

昨
年
の
ビ

i
ル
の
売
れ
行
き
は
対
前
一

年
比
七
%
の
伸
び
を
示
し
、
酒
類
の

課
税
額
が
は
じ
め
て
二
兆
円
を
超
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
暑
か
っ
た
の
で

長
い
髪
を
束
ね
る
女
性
が
多
く
、
へ

ア
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
売
れ
行
き
が

五
O
%
も
伸
び
た
と
の
こ
と
で
す
。

夏
は
食
中
毒
の
季
節
で
す
。
七
月

は
、
「
夏
期
食
品
一
斉
取
締
り
月
間
」

で
す
。
家
庭
で
も
、
食
品
の
取
り
扱



第283号 (2)

!日砲
事《事ミタ電事事事え領事事

-ピF、9

t"" 

大
自
然
の
中
で

社
会
性
や
自
主
性
を

最
近
、
子
供
達
は
限
ら
れ
た
友
達
と

家
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
野
外

で
元
気
に
遊
ん
で
い
る
姿
を
見
か
け
る

こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
度
、
町
教
育
委
員
会

町
青
少
年
育
成
会
議
の
主
催
で
、
自
然

を
生
か
し
た
野
外
で
の
異
世
代
と
の
交

流
や
文
化
の
異
な
る
地
域
間
の
交
流
を

通
し
て
、
社
会
性
や
白
、
玉
性
を
培
い
、

さ
ら
に
地
域
や
他
人
へ
の
思
い
や
り
を

深
め
よ
う
と
「
ア
イ
ア
ン
キ
ツ
ズ
ク
ラ

ブ
(
少
年
海
賊
隊
)
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。「

ア
イ
ア
ン
キ
ツ
ズ
」
と
は
、
伝
説
の

勇
者
鉄
人
の
よ
う
に
強
い
体
力
と
精
神

力
を
も
っ
た
子
供
の
意
味
。
町
内
小
学

五
年
生
か
ら
中
学
一
年
生
ま
で
品
名
が

入
隊
。
ま
た
、
地
域
の
お
や
じ
、
お
ふ

く
ろ
、
兄
、
姉
の
意
識
で
子
供
達
と
遊

び
な
が
ら
援
助
し
て
い
こ
う
と
お
名
の

らあお事s平成7年7月5日

支
援
隊
も
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

5
月
訂
日
(
土
)
、
町
中
央
公
民
舘
で

開
講
式
が
行
わ
れ
、
大
洗
タ
ー
ミ
ナ
ル

専
務
の
渡
辺
進
氏
か
ら
外
国
航
路
の
船

長
と
し
て
の
経
験
談
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ジ

ャ
!
ナ
リ
ス
ト
の
中
川
祐
二
氏
か
ら
遊

ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
な
ど
の
講
話
が
あ
り
、

隊
員
達
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
海
賊
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
始
め
た
よ
う
で
す
。

午
後
か
ら
は
、

6
班
に
分
か
れ
て
係

や
海
に
ち
な
ん
だ
グ
ル
ー
プ
名
を
決
め
、

最
後
に
、

T
シ
ャ
ツ
に
グ
ル
ー
プ
独
自

の
ロ
ゴ
(
マ
ー
ク
)
を
入
れ
て
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
制
作
。

今
後
、
サ
パ
イ
パ
ル
、
キ
ャ
ン
プ
や
新

潟
で
の
海
賊
・
山
賊
バ
ト
ル
合
戦
な
ど

6
回
の
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
か
し
こ
い
遊

び
の
知
恵
や
、
思
い
や
り
の
心
を
も
っ

た
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
子
供
に
成

長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

A;毎賊に扮する中川氏

ー
、
海
賊
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
知

恵
を
使
い
、
思
い
き
り
外
で
遊
び
、

海
で
遊
ぶ
の
が
海
賊
。

2
、
い
か
な
る
困
難
に
も
立
ち
向
か

ぃ
、
何
事
も
最
後
ま
で
が
ん
ば
り

成
し
遂
げ
る
の
が
海
賊
。

3
、
一
人
で
は
な
に
も
で
き
な
い
。

団
結
し
て
事
に
当
た
る
の
が
海
賊

0

4
、
お
頭
の
指
示
に
は
、
何
が
あ
っ

て
も
従
う
の
が
海
賊
。

5
、
自
然
を
愛
し
、
自
然
に
親
し
み
、

自
然
を
大
切
に
す
る
の
が
海
賊
。

&船長の制服で講話する渡辺氏

今
年

4
向
に
入
庁
し
た
刊
名
の
新
採

職
員
も
、
は
や

4
ヶ
月
ガ
過
ぎ
配
属
さ

れ
だ
職
場
に
も
す
っ
か
り
と
な
れ
、
仕

事
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

前
回
に
引
き
続
き
、
今
回
は

5
名
を

紹
介
し
ま
す
。

鈴木純子世2)

税務課

<B型〉

i曽淡j聡子凶

福祉課

<0型〉

五 上 裕 啓 凶

都市計画課

<B型〉

引
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
に
行
く
こ
と
、

ツ
ー
リ
ン
グ

O

U

我
慢
強
い
と
こ
ろ
。

Q Q Q Q 
432  1 

趣
味

自
分
の
怒
き
な
と
こ
ろ

今
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は

町
職
員
と
し
て
の
抱
負

今
ま
で
以
上
に
住
み
よ
い
町
に
出
来
る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
o

i
T
I
T
*
み
|
干
*
l
干
よ
T
*
1予
l
干
*
4
1十

*
4
T
4』

*
4
T↓
T

*

i
苧
i
T

と
い
う
の
が
実
感
で
す
。

現
在
、
私
は
農
林
水
産
課
で
農
政
↓

係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、

4
月
か
ら

の
米
の
一
部
輸
入
開
始
と
年
々
厳
し

き
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
歴
史
的

な
農
業
の
激
動
期
に
、
黄
金
色
の
稲

穂
が
一
回
に
広
が
る
回
園
を
魅
力
と

活
力
あ
ふ
れ
る
も
の
に
す
る
た
め
に

少
し
で
も
カ
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

報

中崎亮二 (24)

農林水産課

<A型〉

出

模

索

中

日
出
一
生
懸
命
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
?

ω
テ
ニ
ス
と
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
最
近
は
じ
め
た
ば
か
り
で
す
。

叫
大
洗
町
役
場
に
入
庁
し
て
4
ヶ
月

自
に
入
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
の
ご
指

導
の
で
に
無
我
夢
中
で
や
っ
て
き
た

一
、
百
万
円

教
育
振
興
基
金
と
し
て

大
洗
町
大
賞
町
3
6
8

唐

笠

貫

殿

一
、
和
太
鼓
一
基
(
却
万
円
相
当
)

ラ
ジ
カ
セ
エ
口
(
4
万
円
相
当
)

保
育
教
具
と
し
て

第
2
保
育
所
父
母
と
先
生
の
会

代

表

鈴

木

浩

一

殿

一
、
二
拾
万
円

社
会
福
祉
基
金
と
し
て

鈴

木

博

之

殿

鈴

木

幸

雄

殿

和

田

康

夫

殿

一
、
取
付
鏡
一
台

(
2
万
円
相
当
)

第
一
中
学
校
体
育
館
教
官
室
へ

大
洗
町
磯
浜
町
1
0
0
6

杉
浦
硝
子
庖

杉

浦

芳

男

殿

一
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付
コ
ン
テ
ナ

(
2
万
4
千
円
相
当
)

卒
業
記
念
と
し
て

磯
浜
幼
稚
歯
平
成
6
年
度
卒
園

児
一
向

一
、
紙
芝
居

一
セ
ッ
ト

(
2
万
円
相
当
)

祝
町
幼
稚
顕
教
具
と
し
て

祝
町
幼
稚
園
平
成
6
年
度
卒
冨

児
一
向

て
ま
ま
ご
と
道
具
セ
ッ
ト

(
1
万
8
千
円
相
当
)

祝
町
幼
稚
周
回
教
具
と
し
て

祝
町
幼
稚
国
平
成
7
年
度
入
閣

児
一
関

阪
神
大
震
災
義
接
金

1
月
日
日
に
発
生
し
た
阪
神
大
震
災

に
お
け
る
、
義
援
金
の
受
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、

4
月
口
日
ま
で
受
付
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
町
で
は
、

総
額

5
、
1
2
3、
2
5
2
円
と
い
う
心

あ
た
た
ま
る
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
赤
十

字
社
茨
城
県
支
部
を
通
じ
て
、
全
額
被

災
地
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
善
意
と
ご
協

力
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
震
災
に
あ
た
り
、
神

戸
市
長
よ
り
お
札
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
と

ど
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

大洗町民の皆様
温かいご支援をありがとうございます
1月17日の震災発生以来、大洗町民の皆様から温

かい励ましと多くのご支援を頂いてまいりました。

心からお礼申し上げます。

6ヶ月が経ち、神戸市内では復興に向けてのっち

音が響き、人々の生活も徐々にではありますが、落

ちついた状態に戻りつつあります。

長〈険しい道のりではありますが、神戸を今まで

/以上に魅力ある衡としてよみがえらせるよう努力を

してまいりますので、引続きご支援を]頁きますよう

お願いいたします。

平成 7年 7月 笹 山 幸 俊神戸市長

税
金
の
こ
と
で
疑
問
や
お
分
か
り

に
く
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

ん
な
と
き
気
軽
に
相
談
で
き
る
税
務

相
談
室
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

税
務
相
談
室
は
、
水
戸
税
務
署
内

に
分
室
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
税
務

相
談
官
が
税
金
に
関
す
る
相
談
や
苦

情
に
、
親
切
・
丁
寧
に
応
じ
て
い
ま

す。
相
談
は
電
話
で
も
面
接
で
も
結
構

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ぬ
ザ
老
齢
基
礎
年
金
と
は
?

ゆ
特
別
地
方
消
費
税
に
つ
い
て

ぬ
惨
お
気
軽
に
税
金
相
談
を

老
齢
基
礎
年
金
は
、
私
た
ち
が
年

を
と
っ
た
と
き
、
老
後
を
安
心
し
て

生
活
す
る
助
け
と
し
て
、
支
給
さ
れ

る
も
の
で
、
日
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
保
険
料
を

納
め
た
期
聞
が
、
最
低
お
年
間
(
免

除
期
間
、
カ
ラ
期
間
を
含
む
)
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

⑧
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期

間①
保
険
料
を
納
め
た
期
間

②
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間

③
昭
和
初
年
以
降
の
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
の
加
入
期
間

④
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し

な
か
っ
た
期
間
(
カ
ラ
期
間
と

い
わ
れ
る
も
の
で
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
で
任
意
加
入
し
な
か

っ
た
期
間
な
ど
で
す
)

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格

は
、
右
の
受
給
資
格
期
間
を
お
年
間

満
た
し
て
い
れ
ば
あ
り
ま
す
が
、
そ

料
理
屈
・
ス
ナ
ッ
ク
・
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
で
飲
食
を
し
た
と
き
、
一
人

あ
た
り
の
料
金
が
七
千
五
百
円
を
超

え
た
場
合
、

3
%の
特
別
別
地
方
消
費

税
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
に
宿

泊
し
た
と
き
に
、
一
人
あ
た
り
の
料

金
(
宿
泊
料
と
飲
食
料
を
合
算
す
る
)

が
一
万
五
千
円
を
超
え
た
場
合
、
向

れ
で
受
け
ら
れ
る
年
金
額
は
最
低
額

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
年
金
を
満

額
受
け
と
れ
る
の
は
、
加
歳
か
ら
伺

歳
ま
で
の
剖
年
間
、
保
険
料
を
す
べ

て
納
め
た
人
だ
け
で
す
。
将
来
年
金

を
満
額
で
受
け
と
る
た
め
に
も
、
切

歳
ま
で
保
検
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
、
っ
。

じ
よ
う
に

3
%の
特
別
地
方
消
費
税

が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
特
別
地
方
消
費
税
の
う
ち
、

五
分
の
一
は
こ
れ
ら
の
料
理
屈
や
ホ

テ
ル
の
あ
る
市
町
村
に
交
付
さ
れ
、

市
町
村
の
財
源
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
水
戸
県
税

事
務
所
間
税
課
(
官
加
1
4
8
0
0
)

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

早
い
も
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

4
ヶ
月
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

仕
事
の
方
は
、
今
ま
で
の
自
分
の
生

活
で
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
税
と

い
う
分
野
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

剖
ス
ポ
ー
ツ
す
る
事
、
観
る
事
か
り
で
一
日
一
臼
が
勉
強
の
毎
日
で

U

よ
く
笑
う
所
、
ボ
!
ッ
と
し
て
い
す
。
し
か
し
職
場
の
雰
囲
気
に
も
憤

る

所

。

れ

、

良

き

上

司

や

先

輩

方

に

も

恵

ま

ω
小
さ
な
魚
の
観
賞
、
税
務
の
勉
強
。
れ
、
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
一
日

制

4
月
か
ら
大
洗
町
役
場
の
職
員
と
も
早
く
仕
事
を
覚
、
ぇ
、
み
な
さ
ん
の

し
て
、
税
務
課
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

よ
T
干
*
4
1
4
T
*
ー
キ

l来
1
*
l
T
I
十

*
i
?
i
T
*
ー
キ

l糸
1

*

1

7来
!
*
4
1
会
!

?γ
守
ぶ
際
よ
い
機

ω

や
テ
ニ
ス
な
ど
を
し
て
汗
を
流
し
て

し

勺

験

機

黙

樹

課

〉

い

ま

す

。

鶴
野
一
一
心
一
、
九
一
葉
健
叫
倒
社
会
人
と
し
て
4
ヶ
月
が
過
ぎ
、

議

鱗

撃

機

川

山

保

く

よ

う

や

く

職

場

の

雰

囲

気

に

も

慣

れ

~uvF議
機

霜

判

¥
t
w
欝

田

川

て

き

ま

し

た

。

毎

日

が

勉

強

の

積

み

剖
ド
ラ
〈
フ
、
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
重
ね
で
先
輩
方
に
も
い
ろ
い
ろ
と
迷

叫
私
は
、
自
分
の
声
が
気
に
い
っ
て
惑
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
一
臼
も
早

い
ま
す
。
人
か
ら
は
よ
く
「
ハ
ス
キ
く
仕
事
を
覚
え
、
町
民
の
皆
様
か
ら

i
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
た
だ
の
ダ
頼
ら
れ
る
保
健
婦
を
目
指
し
、
努
力

ミ

土

円

か

な

?

し

て

い

こ

う

と

思

い

ま

す

。

役

場

内

回
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
空
い
た
や
町
内
で
み
か
け
た
時
に
は
、
気
軽

時
間
を
み
つ
け
て
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

i
T
よ
T
*
よ
?
よ
?
*
よ
T
喜
本
よ
i
T
*
4
I
4
T
*
よ
T
4
T
*
よ
T
よ
T
*
4
?
4
7

4
ヶ
口
月
が
経
ち
ま
し
た
。
今
年
か
ら

始
ま
る
「
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

ケ
ア
チ

i
ム
の
一
員
と
し
て
主
に
活

動
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
福
祉
と

い
う
分
野
で
の
新
し
い
挑
戦
に
と
ま

ど
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
大
洗
町
民

に
と
っ
て
平
等
な
福
祉
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
力
を
惜
し
ま
ず
日
々
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
テ
ニ
ス

叫
明
る
く
、
誰
と
で
も
仲
良
く
な
れ

る
と
こ
ろ
。

ω
テ
ニ
ス

川
町
大
洗
町
役
場
に
就
職
し
、
早
く
も

よ
I
T
*
ー
キ
ー
十

*

l
苧

j
T
*
L
T
L
T
*
j
T来
l

*

4

l
来

l
*
1
千
よ
T
*
ム
l
T

ω
大
洗
町
の
地
域
性
の
研
究
。

制
こ
の
就
職
難
の
時
代
に
大
洗
町
役

場
に
入
庁
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
配
属
先
が
都
市

計
画
課
で
す
の
で
、
町
の
皆
さ
ん
と

お
会
い
す
る
機
会
が
少
な
い
の
が
残
念

で
す
。
職
場
や
仕
事
に
も
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
大
洗
町
を

水
戸
税
務
署
・
税
務
相
談
室

(
官
邸

i
8
6
8
0
)
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恒
例
の
老
人
体
育
祭
・
身
障
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
、
去
る
5
月
幻
日
(
月
)
総

合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
会
場
を

体
育
館
に
移
し
、
午
前
日
時
に
開
会
式

が
行
わ
れ
、
竹
内
町
長
や
篠
原
高
年
者

ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
等
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
準
備
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
て
競
技

を
開
始
。

紅
白
に
別
れ
て
の
玉
入
れ
や
、
保
育

園
児
と
二
人
一
組
で
の
大
玉
こ
ろ
が
し
、

パ
ン
食
い
競
争
と
ゲ

i
ト
ゴ
ル
フ
。
身

障
者
の
皆
さ
ん
は
、

mm走
、
立
幅
飛
、

ボ
ー
ル
投
げ
と
競
技
が
進
み
体
育
館

は
、
応
援
と
競
技
者
の
熱
気
で
み
な
ぎ

っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
の
競
技
、
ケ
ツ
圧
測
定
で
は
、

歓
喜
と
笑
い
の
中
、
元
気
に
お
尻
で
風

船
を
割
る
音
が
会
場
内
に
響
き
わ
た
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
ぽ
ん
リ
レ

ー
が
お
こ
な
わ
れ
最
後
に
、
思
い
思
い

の
品
と
一
緒
に
今
日
の
思
い
で
も
つ
み

こ
ま
れ
た
玉
手
箱
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
飲
食
庖
青
年
部
・
婦
人
会
、

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

楽
し
い
体
育
祭
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自

(3)第283号

平
成
7
年
春
の
叙
勲
で
、
白
回
一
郎

氏
(
百
歳
・
磯
浜
町
1
4
9
番
地
)
が

勲
五
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

自
由
さ
ん
は
、
昭
和
ロ
年
に
水
戸
駅

駅
手
と
し
て
国
鉄
マ
ン
に
な
っ
て
以
来
、

水
戸
駅
助
役
、
磯
原
駅
長
、
水
戸
鉄
道

管
理
局
運
転
部
総
務
課
長
、
総
務
部
人

事
課
長
、
業
務
部
総
務
課
長
、
平
運
輸

長
を
歴
任
さ
れ
、
そ
の
間
人
事
関
係
業

宝
章

務
に
約
詔
年
間
た
ず
さ
わ
り
ま
し
た
。

当
時
、
国
鉄
は
多
額
の
赤

{T乞
抱
え
、

再
建
の
た
め
に
合
理
化
、
近
代
化
が
急
一

務
と
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
労
使
交
渉
一

の
中
、
要
員
の
合
理
化
と
近
代
化
の
推
一

進
を
国
り
、
適
正
な
人
員
配
置
に
よ
る
一

事
故
の
未
然
防
止
と
増
収
に
寄
与
。
ま
一

た
、
退
職
後
に
お
い
て
は
水
戸
鉄
道
弘
一

済
会
水
戸
福
祉
所
長
と
し
て
多
く
の
職
一

員
、
家
族
、
遺
族
の
方
々
の
良
き
相
談
一

者
と
し
て
の
業
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
一

の
叙
勲
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た
も
の
で
す
。
一

現
在
は
、
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
一

員
長
、
町
営
住
宅
選
考
委
員
、
公
民
館
↑

運
営
審
議
委
員
、
町
内
会
長
、
町
社
会
一

福
祉
協
議
会
理
事
等
幅
広
く
ご
活
躍
さ
一

れ
て
い
ま
す
。

聖書

事量

今
年
の
ア
月
か
ら
、
自
動
車
の
横
査
お
よ
び
点
横
整
備
制
度
ガ
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
動
車
技
術
の
進
歩
や
車
の
使
わ
れ
万
ガ
多
様
化
す
る
な
ど
、
自
動
車
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
、
き
め
細
か
く
対
応
す
る
だ
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
改
正
さ
れ
定
制
度
に
は
、
大
き
<
分
け
て
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
ガ
あ
り
ま
す
。

車の{建屋量管理lま
ユーザー自らの重任で

7
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
「
改
正
道
路
運

送
車
両
法
」
で
は
、

点
検
整
備
を
す
る
な

ど
、
車
を
常
に
適
切

な
状
態
に
維
持
す
る

責
任
が
、
自
動
車
ユ

ー
ザ
ー
自
身
に
あ
る

と
い
う
、
い
わ
ば
自

己
責
任
の
考
え
方
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

fうか用車、横の廃止

12か問、24か月点模の頭自の半減

改
正
前
の
制
度
で

は
、
自
家
用
乗
用
自

動
車
な
ど
(
い
わ
ゆ

る
マ
イ
カ
ー
)
に
つ

い
て
は
、

6
か
月
、

ロ
か
月
、

μ
か
月
の

点
検
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
今
回
の

改
正
で
は
、
こ
の
う

ち
の

6
か
月
点
検
の

去
る
5
月
7
日
(
日
)
サ

i
フ
ァ

l
チ

i
ム
(
代
表
坂
本
清
克
さ
ん
)
他
、
約

1
0
0
名
が
参
加
し
「
私
た
ち
の
ゲ
レ

ン
デ
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
」
守
ろ
う

と
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
展
開
。

自
分
た
ち
が
主
に
活
動
す
る
大
洗
サ

ン
ビ
ー
チ
海
水
浴
場
な
ど
の
投
げ
捨
て

ら
れ
た
空
き
缶
拾
い
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

義
務
づ
け
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ロ
か
月

(
1

年
)
点
検
と
但
か
月

(
2
年
)
点
検
だ

け
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま

た
、
点
検
項
目
に
つ
い
て
も
簡
素

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ロ

か
月
点
検
で

ω項
目
か
ら
お
項
目
、
討

か
月
点
検
で
問
項
目
か
ら

ω項
目
に
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ
の
ほ
か

の
車
種
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
点
検

項
目
が
簡
素
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

俗
に
「
日
年
車
L

と
い
わ
れ
て
い
た
自

動
車
は
、
日
年
を
超

え
る
と
1
年
ご
と
に

車
検
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
改
正
後

は
、
車
齢
が
口
年
を

超
、
え
た
自
動
車
で
も
、

車
検
の
期
間
が
2
年

に
な
り
ま
す
。
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ル
干
は
上
市
地
区
の
み

タ
ウ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
上
市
)
日
・
・
∞

l
幻
・
・
∞

問
い
合
せ
水
一
戸
観
光
協
会

(密

m
l
0
4
4
1
)

水
戸
市
役
所
商
工
観
光
課

(
雷

m
i
l
-
-
1
・
内
線
開
)

8
月
4
日
(
金
)

千
波
湖
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ロ
・
-
∞

in--∞
千
波
湖
周
辺

花
火
大
会
〔
雨
天
の
場
合
は
ロ
日
(
土
)
〕

日園・

mIn--∞
千

波

湖

8
月
5
日
(
土
)

音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
日
・
・
却
j
日
・
・
叩

中
央
郵
便
局
前
l
大
工
町
交
差
点

水
戸
黄
門
大
名
行
列
と
踊
り
パ
レ
ー
ド

下
市
コ

l
ス
日
・
・

ωlu--∞

上
市
コ

l
ス
日
・
・
∞

1
口
・
・
∞

市
民
カ
ー
ニ
バ
ル
日
・
・
∞

1m--∞

中
央
郵
便
局
前
1
大
工
町
交
差
点

タ
ウ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
下
市
)
日
・
・
∞

im--∞

8
月
6
日
(
臼
)

御
輿
連
合
渡
御
と
子
供
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

下
市
地
区
日
白
・
∞

I
H
-
-
却

赤
塚
地
区
日
・
・
∞

in--初

上
市
地
区
日
・
・
∞

i
日
・
・
∞

マ海辺の女

80-200mmズーム F5.6 1/500 

川崎勝也

8
月
出
日
(
金
)
i
U
臼
(
日
)

那
珂
湊
地
区
商
庖
街

(
湊
本
町
、
湊
中
央
外
)

問
い
合
せ
市
那
珂
湊
総
合
支
所
商
工

観
光
課
(
密

m
l
4
1
2
1
内
線
問
)

場日

所時

日

時

8
月
H
日
(
月
)
午
前
日
時
1

場
所
那
珂
川
・
大
桂
大
橋
上
流

対

象

小

学

生

以

下

問
い
合
せ
桂
村
役
場
産
業
課

(
盟
問

2
2
1
1
)

〔
評
〕
モ
デ
ル
と
波
を
う
ま
く
入
れ
動
感

あ
ふ
れ
る
開
放
的
な
作
品
に
し
た
と
こ
ろ

が

よ

い

。

(

絹

針

弘

己

)

桧山弘子

キ主

120mm 

マ氷

645、

〔評〕 露出が難しい被写体であるが、

中宇IJカメラを使用し氷の質感をうまく

表現しています。

弘己)(来日童十

お
お

ら

勝

山

美
選

ウ
ソ
ト
ボ
ケ
目
が
不
自
由
と
云
ひ
な

が
ら
顔
平
然
と
獣
秘
つ
づ
け
る

誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
て
来
し
医
師
の

道
器
え
た
る
殺
傷
悲
し

蔵
前

田
山
佳
男

悪
を
重
ね
少
し
も
顔
に
あ
ら
わ
さ
ぬ

今
回
も
テ
レ
ビ
の
教
祖
許
さ
じ

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
絶
対
的
権
力
者
に
よ
る
「
ポ

ア
指
令
」
、
上
祐
部
長
の
全
面
否
定
、

諜
報
省
大
痘
云
々
一
切
が
不
信
と
恐

怖
に
連
ら
な
る
何
者
で
も
な
い
。
オ

ウ
ム
教
は
ま
さ
に
デ
モ
ニ
ッ
シ
ュ
そ

の
も
の
で
あ
る
。
真
の
宗
教
こ
そ
ま

さ
し
く
必
要
な
時
と
し
て
、
そ
の
覚

醒
が
追
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

枯
れ
岸
を
影
絵
の
ご
と
く
写
し
つ
つ

か
わ
も

今
朝
の
川
簡
の
儀
式
め
き
お
り

堀

割

身

内

ゆ

み

(
評
〕
上
旬
の
把
握
、
下
旬
の
纏
め
、

手
堅
き
と
緊
張
感
の
中
に
あ
る
作
者
の

心
象
投
映
は
見
事
に
成
功
し
て
い
る
。

タ
銅
つ
く
る
手
を
と
め
て
き
く
幾
度

び
も
裏
山
深
き
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声

成

田

町

杉

山

富

久

〔
評
〕
身
近
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を

き
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
然
環
境
と

人
聞
の
心
の
融
合
が
一
首
と
な
っ
た
。

萌
え
立
ち
し
新
芽
を
ま
と
い
黄
楊
の

木
の
若
返
る
な
り
雨
ふ
る
庭
に

新

町

六

区

関

根

秀

子

〔
評
〕
平
明
直
裁
で
あ
り
、
「
雨
ふ
る

庭
に
」
が
こ
の
歌
、
効
い
て
い
る
。

ひ
そ
や
か
な
介
護
暮
し
に
迎
え
の
芦

デ
イ
サ

i
ビ
ス
自
の
朝
の
嬉
し
き

新

町

宮

部

政

勝

「
介
護
暮
し
」
と
い
う
と
こ
ろ

言ヰZ

に
作
者
の
尊
い
献
身
生
活
を
見
出
す
。

藤
棚
の
こ
ぼ
る
る
よ
う
な
白
き
花
見

て
い
し
眼
真
由
く
な
り
ぬ

祝

町

吉

川

和

〔
評
〕
結
句
に
問
題
な
し
と
し
な
い

が
、
不
思
議
に
心
魅
か
れ
る
歌
で
あ

る
。
二
、
=
一
句
も
よ
い
。

病
む
い
ヂ
τみ
と
り
て
く
れ
し
看
護
婦

の
い
つ
に
な
り
て
も
優
し
き
心

大
貫
新
町
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
い
い
歌
で
あ
る
。
歌
は
先
す

声
調
を
大
事
に
し
な
が
ら
詠
み
始
め

た
い
。
自
分
の
心
を
詠
み
込
ん
で
い

き
た
い
。

寝
た
き
り
の
母
が
か
ざ
り
し
枕
辺
の

乙
女
の
頃
の
写
真
愛
し
き

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
飾
り
気
な
く
、
気
張
ら
な
い

詠
み
ぶ
り
は
な
か
な
か
の
も
の
で
あ
る
。

う
討
す
な

産
砂
の
み
社
の
庭
明
る
く
て
裏
参
道

に
驚
の
鳴
く

祝

町

河

野

み

よ

〔
評
〕
「
産
砂
」
は
人
の
生
れ
た
土

地
。
心
あ
か
る
く
管
内
の
声
に
触
れ
た

主
観
を
出
き
な
い
所
が
い
い
。

地
引
網
に
ま
つ
わ
り
と
べ
る
海
鳥
ら

し
き
り
に
魚
ね
ら
い
い
る
ら
し

蔵

前

鴨

川

靖

〔
評
〕
海
辺
の
景
を
実
際
の
日
で
よ

く
捉
え
て
い
る
。
「
海
鳥
ら
」
は
「
鴎

ら
の
L

と
し
た
い
。

柿
若
葉
明
る
く
映
え
て
雀
ら
の
鳴
く

声
近
く
速
く
聞
ゆ
る

永

町

川

上

俊

〔
評
〕
生
活
の
雑
事
か
ら
離
れ
、
心

を
自
然
に
向
け
る
こ
と
は
大
切
な
事

と
恵
、
つ
。



第283号 (4)

私も参加

住吉事

t~ 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
7
月
6

日
に
告
示
さ
れ
、

7
月
沼
田
(
日
)
に
投

票
が
行
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
、

目
世
紀
に
向
け
た
日
本
の
発
展
の
た
め
、

投
票
い
た
し
ま
し
ょ
う
/

。
投
圏
一
一
昨
の
で
き
る
方
は
・
.. 

満
却
歳
以
上
(
昭
和
田
年
7
月
出
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
で
、
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上

(
平
成
7
年
4
月
5
日
以
前
か
ら
)
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

もあお

「
識
の
匂
鱒
」

ネ
海
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め

毎
年
7
月
初
日
(
海
の
記
念
日
)
か
ら
7

月
白
日
ま
で
を
「
海
の
旬
開
」
と
し
て
ヅ

各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
行
わ
れ
、

大
洗
町
で
も
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

@
巡
視
鵡
「
ひ
た
ち
」
体
験
乗
船

日
時
平
成
7
年
7
月
却
日
(
土
)

午
前
日
時

町
民
の
皆
様
と
町
内
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
に
那
珂
湊
海
上
保
安
部

巡
視
船
「
ひ
た
ち
」
の
体
験
乗
船
を
行

い
ま
す
。
申
込
方
法
は
、
倒
倒
ベ
刑
制

ベ
引
制
司
引
制
剰
刺
剖
叶
に
、
乗
船
者

氏
名

(
2
名
ま
で
)
・
住
所
・
年
齢
(
小

学
生
以
下
は
父
兄
同
伴
)
・
職
業
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
平
成
7
年
7
月

ロ
日
(
消
印
日
)
よ
り
受
付
、
別
名
様
を

ご
招
待
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
)
い
た
し
ま
す
。

@
海
の
作
品
展
(
俳
句
・
短
歌
・
写
真
)

「
海
」
に
関
す
る
俳
句
・
短
歌
作
品

を
、
短
冊
や
色
紙
で
応
募
し
て
下
さ

お平成7年7月5日

品
輸
投
票
時
聞
は
・
・
.

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
で
み
9
1

品
輸
入
場
券
は
・
.

投
票
所
入
場
券
は
郵
送
い
た
し
ま
す
。

入
場
券
の
届
か
な
い
方
は
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
所
へ
行
く
際
に
は
、
入
場
券
と
投

票
所
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
。

⑬
土
曜
@
臼
曜
も
受
け
付
け
/

「
不
在
者
投
票
」
の
ご
利
用
を
グ

投
票
日
に
旅
行
に
行
く
、
仕
事
で
遠

く
に
出
張
に
行
く
、
な
ど
や
む
を
得
な

い
理
由
で
当
日
投
票
で
き
な
い
方
は
、

「
不
在
者
投
票
し
と
い
う
方
法
で
投
票

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
不
在
者
投
票
」
の
で
き
る
期
間
は

7
月
6
日
(
木
)
か
ら
沼
田
(
土
)
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
土
曜
・
日
曜
を
含
む

こ
の
間
毎
日
、
午
前
8
時
間
分
か
ら
午

後
5
時
ま
で
、
役
場
1
F
住
民
ホ

l
ル

で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
本
人

均
点
騒
動
出
眠
鑑
割
当
叫
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

品
輸
問
い
合
わ
せ
先
町
選
挙
委
員
会
事

務
局
(
役
場
総
務
課
内
)

宮

加

1
5
1
1
1
・
内
線
2
3
3

の
お

写
真
に
つ
い
て
は
、
「
海
」
に
関
す
る

作
品
(
風
景
・
ス
ナ
ッ
プ
等
)

サ
イ
ズ
は
四
ツ
切
(
ワ
イ
ド
可
)
額
等

に
入
れ
て
1
人
3
点
以
内

※
7
月
比
日
(
金
)
締
め
切
り

応
募
者
全
員
の
作
品
を
町
内
(
役
場

等
)
に
展
示
し
ま
す
。

一
申
し
込
み
先
(
体
験
乗
船
・
作
品
共
こ

一
大
洗
町
港
中
央
7
番

地

一

一
茨
城
県
大
洗
港
湾
事
務
所
港
営
課
一

一

宮

2
6
7
l
2
7
0
0

一

@
ヨ
ッ
ト
@
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
教
室

臼
時
一
平
成
7
年
7
月
回
目
(
水
)

午
前
日
時
・
午
後
1
時

大
洗
マ
リ
i
ナ
で
の
小
学
生
(
父
兄

同
伴
)
及
び
中
学
生
印
名
を
対
象
に
ヨ

ッ
ト
・
モ
ー
タ
ー
ボ
i
ト
教
室
を
開
催
。

一
申
し
込
み
先
大
洗
マ
リ

i
ナ
に
備
一

一
え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
で
一

@
魚
釣
り
圏
の
無
料
開
放

(
7
/
却
)

魚
釣
り
園
の
入
園
料
を
平
成
7
年
7

月
却
日
(
木
)
無
料
と
し
ま
す
ー

主
催
大
洗
港
海
の
旬
間
実
行
委
員
会

ブ月 21日(針-8月25日(針

午 前9時一午後4時30介

く開設期間〉

〈開設時間〉

〈入場料〉

※
付
添
者
・
再
入
場
者
も
同
額
の
入
場

料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
サ
ン
オ
イ
ル
・
水
中
メ
ガ
ネ
・
シ
ュ

。小学3年生以下及び団体は引率随行責任者が

必要です。

※
町
内
在
住
の
中
学
生
以
下
の

方
は
入
場
無
料
で
す
。

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
ま
で
。

ノ
l
ケ
ル
の
使
用
は
禁
止
で
す
。

会
プ
ー
ル
規
模

縦
印

m
×
横
目

m
-
水
深
川

m
i
u
m

縦
必

m
×
横
目

m
-
水
深
川

m
l
u
m

縦

5
m
×
横
目

m
-
水
深
川

m
l
M
m

宙
盟
関
山
田
国
間
@
闘
関
E
9
h
ω
定

〈
〉
有
料
期
間

7
月
幻
自
(
土
)
1

8
月
幻
日
(
日

。
有
料
時
間

マ

平

日

マ
土
曜
日

マ
日
曜
日

午
前
5
時
l

午
後
3
時

午
前
5
時
1

午
前
0
時

午
前
0
時
1

午
後
3
時

。
駐
車
料
金

O
大
型
車
2
、
2
0
0
円

。
中
型
車
9
0
0
円

。
普
通
車
7
0
0
円

。
原
付
自
動
二
輪
車

3
0
0
円

(
商
工
観
光
課
)

不自畏

的
地
一
万
開
に

平
成
4
年
以
来
日
万
円
に
据
え
置
か

れ
て
き
た
国
民
健
康
保
険
税
の
限
度
額

が
、
本
年
4
月
1
日
よ
り
臼
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
医
療
費
や
所
得
の
伸
ぴ
を

考
慮
し
、
中
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
現
在
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
て

い
る
本
年
度
の
国
保
税
は
暫
定
(
と
り

あ
、
え
す
)
の
も
の
で
す
の
で
、
平
成
6

年
の
所
得
が
確
定
す
る
8
月
に
万
本
算

定
。
と
し
て
、
こ
の
限
度
額
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
詳
し
く
は
保
健
課
国
保
係
ま
で
お
間

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

開と世帯

(6月|日現在)

人口 20，672人(+33) 
男 10，249人(+15) 
女 10，423人(+18) 

世帯数 6，505戸(+19) 
転入 78人 転出 43人
出生 11人 死亡 13人

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
、
こ
の
町
報
が

届
く
頃
に
は
、
暑
い
夏
の
き
ざ
し
が
み

え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
(
今
は
、
梅

雨
寒
が
続
き
体
調
を
く
ず
す
方
が
い
る

よ
う
で
す
が
・
・
・
)

今
回
は
、
私
達
が
健
康
相
談
を
す
る

と
案
外
よ
く
聞
く
か
不
眠
。
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
睡
眠
と
は
、
大
脳
を
休
ま
せ

る
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
と
体
を
休
ま
せ
る
レ

ム
経
眠
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
一
晩
に
4
1

5
囲
く
り
返
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

占
め
る
割
合
は
、
夕
方
か
ら
明
け
方
に

か
け
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
脳
も
体
も

疲
れ
を
と
り
す
っ
き
り
目
覚
め
る
た
め

に
は
、
や
は
り
夜
ロ
時
前
に
床
に
つ
く

の
が
ベ
ス
ト
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

で
は
、
肝
心
の
不
眠
に
つ
い
て
で
す

が
こ
れ
は
一
般
に
眠
り
た
く
て
も
眠
れ

ず
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
状

主大洗文化 (H 7.6.9現在)

開催日 開始時間 催 著草 内 官付判 開催場所 五 イ雀 入場方法

7月8日仕) 9 : 00- 関東甲信越肢体不自由茨児城父母の会 ホール 茨城県肢体不自由児者連合会 関係者大 会

7月9日(臼) 9 : 00- 関東甲信越肢体不自由茨児父母の会 ホール 茨城県肢体不自由児者連合会 関係者城大会

7月22日出 13: 50- ーマ ン ガ 映 函 上 峡 ホール ファ ミリーフ ィル ム 有 料

7月25日同 9 : 00- 運転免許更新時講習会 大会議室 水戸 地区交通 安 全協会 関係者|

本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町

で
は
県
有
の
駐
車
場
(
県
か

ら
町
が
委
託
管
理
)
に
、
例

年
ど
お
り
有
料
期
間
を
設
け

ま
す
。町

民
の
皆
様
に
は
、
何
か

と
ご
不
使
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。。
有
料
駐
車
場

①
大
洗
都
市
公
園
内
駐
車

日

pm
J
J
 

②
県
立
大
洗
海
浜
公
園
内

町
営
駐
車
場

③
角
一
町
営
駐
車
場

予定警護(ア/患'"'"'25) 
態
を
い
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、
身
体
面
(
か
ゆ
み

痛
み
)
や
環
境
面
(
暑
さ
、
寒
さ
、
騒

音
)
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
精

神
的
な
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
テ
レ
ビ
で
こ
わ
い
場
面
を
見
て

興
奮
し
た
と
か
、
明
日
は
特
別
早
く
起

き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
(
遠
足
の
前
の

晩
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
)
と
か
、
自

分
や
家
族
の
こ
と
で
心
配
ご
と
が
あ
る

と
か
:
・
し
か
し
こ
れ
ら
も
一
時
的
な
も

の
で
原
因
に
な
る
こ
と
が
す
ぎ
て
し
ま

え
ば
自
然
と
不
眠
の
解
消
は
で
き
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
原
因
に
自
分
は

あ
て
は
ま
ら
な
い
、
何
も
思
い
あ
た
る

こ
と
が
な
い
の
に
眠
れ
な
い
と
い
う
皆

さ
ん
は
、
眠
る
時
、
あ
l
ま
た
今
日
も

眠
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
か
、

も
う
何
時
だ
、
今
寝
で
も
あ
と
何
時
間

し
か
眠
れ
な
い
ぞ
な
ど
と
考
え
て
眠
ろ

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(鐙266-2442)へお問い合わせ下きい。

〆

Q
J

ノ
)

兵
U

/

↓
小

事

害韓

名

区 ラ子 個人
団体

(30名以上)

青空 360円 290円

局 校 生 290円 230円

田了 中 学生 170円 130円
タ十
σ〉 3 歳以上

140円 1 1 0円み 小学生以下

ふふ71ふ|ふ|よ11(tzolふlふ|よ71よJμょ21よ11('88 

/ 
(月)7 

まサ

象

者

本

dと

グてL

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
も
れ
者

日出

日風

し

ん

保
育
同
国
・
幼
稚
関
・
小
学
校
も
れ
者

生
後
ロ
ヵ
月

l
w却
カ
月
ま
で
の
幼
児

生
後
3
ヵ
月

i
m刊
ヵ
月
ま
で
の
乳
幼
児

本

目白

'k z、

日

穏

j昆

メ入
口

初
歳
以
上
の
女
性
で
検
診
申
込
み
者

!

u

f

'
し

ふ

央

人

/
Jノ

手

カ

A

有
三
伺

本

日出

dと

グミ

初
歳
以
上
の
女
性
で
検
診
申
込
み
者

保
育
問
幽
・
幼
稚
園
・
小
学
校
も
れ
者

乳

が

ん

検

診

日

満
3
歳
の
誕
生
日
に
達
し
た
幼
児

(
平
成
4
年
4
月

1
5
月
山
山
生
児

3

歳

児

健

診

母

豆芝
ニヒ

妊
娠
6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

妊
娠
6
ヵ
月

1
8
力
月
の
初
産
の
方

母

三ミ
ニヒ

芋L

圭人
ロァ

前
年
度
基
本
健
康
診
査
で
要
指
導
の

方
及
び
一
般
住
民

生
後
3
ヵ
月

1
4
ヵ
月
の
乳
児
及
び

生
後
6
ヵ
月

1
7
ヵ
月
の
乳
児

一
般
診
査
・
相
談

1，1も

健

母
と
子
の

虫

歯

予

防

教

室

4
歳

i
5
歳
の
児
童
及
ぴ
母
親

子

芸，k
H災

1
歳
の
幼
児
及
ぴ
母
親

母

中目

前
年
度
基
本
健
康
診
査
で
要
指
導
の

方
及
び
一
般
住
民

一
般
診
査
・
相
談

う
と
努
力
し
て
ま
せ
ん
か
。
あ
ま
り
気

に
す
る
と
余
計
脳
が
活
発
に
な
っ
て
ま

す
ま
す
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。
ど
う
か

不
眠
で
死
ぬ
こ
と
は
な
い
と
お
お
ら
か

に
か
ま
え
、
眠
る
努
力
を
し
な
い
こ
と

が
、
安
眠
の
コ
ツ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
安
眠
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
日
中
、
適
度
に
運
動
を
す
る
。

②
食
事
は
、
せ
め
て
床
に
つ
く
2
時

間
前
ま
で
。
ど
う
し
て
も
お
腹
が

す
い
て
眠
れ
な
い
人
は
、
牛
乳
を

少
し
飲
み
ま
し
ょ
、
7
0

③
眠
る
前
に
、
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に

ゆ
っ
く
り
と
つ
か
る
。

④
日
光
に
ほ
し
気
持
ち
よ
く
も
ぐ
り

こ
め
る
布
団
と
、
体
を
し
め
つ
け

な
い
肌
ざ
わ
り
の
良
い
ね
ま
き
を
。

⑤
そ
し
て
、
眠
ろ
う
と
あ
せ
ら
な
い

こ
と
:
が
一
番
で
す
。

(
保
健
婦
・
荻
原
由
美
子
記
)

んや

2

ち

一
-
の
ま
馬
月

j

e

 

出
品
風
ト
け

一

則

泉

(

I
J
 

ノ
受
付
@
実
施
時
間

ー
時
日
分

2
時
日
分

1
待
問
分

2
時
日
分

l
時
日
分

2
時
日
分

l
時
日
分

2
時
日
分

l
時
∞
分

2
4
時
∞
分

1
時
∞
分

2
時
∞
分

l
待
日
分

2
時
∞
分

1
時
∞
分

2
待
∞
分

凶
時
∞
分

3
時
鈎
分

1
時
∞
分

3
待
問
山
分

1
時
∞
分

2
時
∞
分

l
昨
吋
∞
分

2
時
∞
分

1
時
∞
分

2
時
∞
分

9
時
∞
分

日
時
∞
分

1
時
∞
分

2
時
∞
分

j機;
目E: 

:間 j
jf襲 j

j富11 ~ 
:練 j

午
前
の
部
訓
練(

午
前
9
時
j
午
前
日
時
)

0
7
月
日
臼
(
火
)

0
7
月
凶
日
(
金
)

0
7
月
訪
日
(
火
)

0
7
月
目
日
(
金
)

0
7
月
比
日
(
月
)
整
形
外
科
医
指
導

0
7
月
泊
目
(
金
)

0
8
月
4
日
(
金
)

0
8
月
8
日
(
火
)

午
後
の
部
訓
練(

午
後
1
時
j
午
後
3
時
)

0
8
月
1
日
(
火
)
理
学
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
持
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る
者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
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